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に，そして40年4月は153．．　1千tで6．6％になる）されていくし，コークス炉
も増設・生産能力増強　（35年にはコークス炉205門・39年8月から40年1月の
半年間の生産実績が706千tとなっている）が着実になされており，昭和40年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）代に入っても総合的石炭化学工業所としての特徴が失なわれていなかった。
　このようにeg　1の時期に総合的石炭化学工業所であった4ケ所の工業所に
おいても，宇部興産の宇部窒素工場や住友化学の新居浜製造所のように，昭
和30年代後半つまり第2の時期の途中で石炭化学工業所としての性格を失っ
てしまったものは充分適切な分析対象とはいえない。つまり，戦後日本の石
炭化学工業の発展と衰退の全体的な特徴と動向を反映した基本的生産単位と
しての石炭化学工業所という場合，中心になるのは三菱化成の黒崎工場や三
井系化学企業の大牟田工業所のように第3の時期においても総合的石炭化学
工業所としての性格を保持していた工業所であるといえよう。そして第2の
時期以後は石炭化学工業の中心が次第に石炭乾留工業系に移っていったこと
をふまえると，総合的石炭化学工業所のみならずコークス炉化学工業所につ
いても充分な考慮を払う必要があろう。
4．研究の展望
　これまでの作業において，戦後日本の石炭化学工業の特質を解明するため
に次の三つの点をあきらかにしてきたといえよう。
　第1の点は，戦後日本の石炭化学工業の発展過程を特徴の異なる三つの時
期に区分して考察すべきことである。終戦から昭和33年頃までの石炭化学工
業の成長期，昭和34年頃から40年頃までの石炭化学工業の後退期，昭和41年
頃から現在までの石炭化学工業の衰滅期，この三つの時期における石炭化学
工業の構造的特質と日本化学工業全体でのその位置は，かなり大きな変動を
（ユ3）三菱化成㈱，『社債目論見書」昭和27年IO月3日号，「日本硫安工業史』（前掲書），
　755・770－773　Ao　一ジ，『会社年鑑』　（前掲書），1961年版の673－674ペーージ・1966
　年版の277－279ページ，　『日本の会社工OO年史』　（前掲書），2Q5ページ，などを参照
　した。
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みせたであろう。第2の点は，戦後日本の石炭化学工業の全体的な特質と動
向を反映した基本的生産単位としては総合的石炭化学工業所を中心とすべき
ことである。タール系化学製品を主とするコークス炉化学工業所やアンモニ
ア系化学製品を主とする水性ガス炉化学工業所はそれぞれ一面的な特徴を示
しており，タール系化学製品とアンモニア系化学製品の石炭化学工業の二つ
の基幹的分野を統一的に生産している総合的石炭化学工業所は，　この点にお
いては比較的望ましい分析対象といえるであろう。第3の点は，総合的石炭
化学工業所のみでも充分ではなく水性ガス炉化学工業所やコークス炉化学工
業所で補強しながら検討を進めるべきことである。第1の時期における4ケ
所の総合的石炭化学工業所のうち，宇部興産の宇部窒素と住友化学の新居浜
は昭和35年から37年にかけて石炭化学工業所として⑱基本的条件を失ってし
まったし，三井系化学企業の大牟田でも36年に主たるアンモニアガス源をコ
ークスから原油に転換し石炭原料法としてのコークス炉ガス法は原油ガス化
法の2分の1程度である。そしてアンモニア系化学製品工業の分野では第1
の時期における水性ガス炉化学工業所が，またタール系化学製品工業の分野
では三つの時期を通してコークス炉化学工業所が，重要な役割を果したこと
は軽視できないことであろう。
　さて総合的石炭化学工業所の三菱化成の黒崎と三井系化学企業の大牟田は
どうであろうか。三井系化学企業の大牟田でアンモニア系化学製品を生産し
ていたのは東洋高圧であったが，そこでは昭和36年以後主たるアンモニアガ
ス源は原油ガス化法によっていたし，タール系化学製品を生産していた三井
化学においても，コークスおよび副産物部門が43年に切離されて三池コーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　ミス（現在は三井コークスといい，三井鉱山60％・三井東圧化学40％の合弁子
会社である）となり，47年1月には三井東圧化学め大牟田でのアンモニア生
　　　　　　　　　　（り産自体も停止されている。三菱化成の黒崎の場合は昭和36年にウィンクラー
（1）前掲書の『楓本硫安工業史』，741・7フO一一7フ1ペーージ，『ア系製品年鑑』昭和49年
　二三，84一一85ページ，　『日本の会社100年史」，200ページなどを参照した。なおきき
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炉が停止されて以後も45年までアンモニアガス源はコークス炉ガスであった
し，製鉄用コークスを供給するコークス炉は現在も操業を続けており，総合
的石炭化学工業所としての基本的条件が45年までほぼ維持されていたといえ
よう。しかもなおそれは一つの化学大手企業によって運営されてきた巨大生
産単位であり，石炭化学工業所としての歴史を物語る資料類も三井系化学企
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）業の大牟田より相対的に把握しやすい状態にあるのではなかろうか。
　このように整理してくると，戦後日本の石炭化学工業の特質を解明するた
めの次の段階の作業＝研究の展望は，以下のようになってこよう。つまり，
戦後日本の石炭化学工業の発展過程を三つの時期に区分して，それぞれの時
期において三菱化成の黒崎工場を一つの中心的な具体例としつつ石炭化学工
業所の構造的な特質を，成長期におけるその拡張・後退翼におけるその変質
・衰滅期におけるその転換というように，具体的に分析・検：煙していくこと
である。そのことによって，直接的生産過程における生産力構造と資本・賃
労働関係の展開を適確にふまえた，戦後日本の石炭化学工業の特質の解明が
可能となってくるのではなかろうか。
〔補記〕　本稿作成にあたり，石炭化学工業に関連のある工場見学については三菱化成の
黒崎工場・新日鉄化学の戸畑製造所・川鉄化学の水島工場などの方々に，また参考文献や
資料類の閲覧については立命館大学の坂本和一助教授や京都大学経済学部資料室・三菱化
成の方々に，大変お世話になった。記して謝意の一端を示したいと思う。
　本稿は，昭和52年度科学研究費補助金による研究成果の一部である。
　とりによれば昭和48年秋頃には，三井東圧化学の大牟田工業所は三井コークスからコ
　ークス炉ガス（燃料用としてであり，アンモニアガス源用ではない）・95％ナフタリ
　ンなどの供給を受けているようであった。しかし三井コークスでの粗軽油からの純ベ
　ンゾール精製は昭和45年に中止され，三井東圧化学への95％ナフタリンの供給も昭和
　49年までで停止されたといわれている。
（2）　r昭和電工五十年史』がようやく公刊（昭和52年4月発行）されたものの，・総合化
　学企業大手5社の戦後についての社史類は公刊されているものが少なく，総合的石炭
　化学工業所の戦後の発展過程についての資料類も一般的には大変入手しにくい。ただ
　三菱化成の黒崎工場の場合には，浩大な社史継木もあるといわれているし，合併や分
　離の影響のない1社1工場構成でありききとりなども相対的に可能性が大きいように
　思われる。
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